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What is required in Business Japanese education 






総数は 117,927人、そのうちアジア地域からの留学生が 109,921人 (92.7%)を占めている。一方、





































































































































































































留学／1•• の就職支援のためのビシネス H 本語教育に求められるものは何か（堀ll: ）
7 ビジネス日本語の評価














































＊本論文は第 6回 OPI国際シンポジウム「プロフィシエンシーと第二言語習得」 (2007) でのロ
頭発表に加筆修正を加えたものである。
注
l 独立行政法人日本学生支援機構 (2006)「留学生受け入れの概況（平成 18年度版）参照。
2 法務省人国管理局 (2006)「平成 17年における留学生などの日本企業などへの就職状況について」参照。
3 平成 15年度厚生労働省委託調在「留学生の日本における就職状況に関する調査」報告書 平成 16年3
月 31日（三菱総合研究所）
4 経済産業省「アジア人財構想」 http//www.meti.go.jp/policy / sougou/yosan/konmen/ AsiaJinzai.htm 




8 BJTビジネス日本語能カテスト http://www.jetro.go.jp/course/bjt/ 
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